
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 埼玉コンピュータ＆医療事務専門学校 
設置者名 学校法人 実学舎 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

工業専門課程 

情報テクノロジー科 
夜 ・

通信 
２４０ １６０  

クリエイター科 
夜 ・

通信 
１８０ １６０  

デザイン科 
夜 ・

通信 
１８０ １６０  

商業実務専門課程 

ビジネス科 
夜 ・

通信 
１８０ １６０  

医療事務科 
夜 ・

通信 
１８０ １６０  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.saitama-cmcc.ac.jp/school/disclosure/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 埼玉コンピュータ＆医療事務専門学校 
設置者名 学校法人 実学舎 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.saitama-cmcc.ac.jp/school/disclosure/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 警視庁勤務（前職） 

R7.6.27 ～ R11

年度に開催す

る評議員会終

結の時まで 

学校の安全管理に関す

るアドバイザー 

非常勤 IT企業代表取締役社長（前職） 

R7.6.27 ～ R11

年度に開催す

る評議員会終

結の時まで 

学校の情報教育に関す

るアドバイザー 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 埼玉コンピュータ＆医療事務専門学校 

設置者名 学校法人 実学舎 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

毎年度、１２月に実施する次年度教育課程編成審議会において、当該年

度における授業方法及び内容、指導方法の反省点及び教育課程編成委員会

の内容を審議し、次年度の教授内容や指導の在り方の方針を決定する。 

 それに基づき、各教科担当者が授業計画（シラバス）を作成し、３月末

までに本校ホームページにて公表する。 

授業計画書の公表方法 https://www.saitama-cmcc.ac.jp/school/disclosure/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

成績評価の方法は、各学生の学修成果に基づき、教科担当者が、授業内

試験（期間内の総まとめの試験）、小テスト（単元ごとのテスト等）、課題

内容（課題提出及び課題の出来具合）、出欠状況、授業態度、その他（外部

実習評価等）を按分し１００点満点で評価する。この成績評価の方法は、

シラバスに記載するとともに、最初の授業において学生に周知する。 

 成績評価の基準は、前記の点数に応じて S：１００点～９０点、A：８９

点～７５点、B：７４点～６０点、C：５９点～５０点、F：４９点未満（不

合格）の５段階に区分する。この成績評価の基準は、学生便覧に記載して

おり、あらかじめ入学時のオリエンテーション時に学生に配布し周知する。  

成績の発表は、前期及び後期の終了後に成績通知表にて学生個人に通知

する。 

 以上、このように、各学生の学修成果に基づき、あらかじめ設定した成

績評価の方法・基準により、厳格かつ適正に評価を実施している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

あらかじめ設定した算出方法により、GPA 等の数値を以下のとおり算出

している。学生が履修している科目の成績評価を１００点満点で点数化し

た段階で、全科目の合計点の平均を算出している。この平均点を用いて学

年、科ごとに、成績の度数分布表を作成し、さらに、下位１／４に該当す

る人数と、それに該当する指標の数値を求めることを適切に実施している。 

ただし、情報テクノロジー科１、２年次は能力別のグループに分かれてお

り、授業の難易度や進度が大幅に異なるためグループ別としている。 

 作成時期は、前期終了後の９月下旬までと後期終了後の３月下旬までの

２回を実施している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/school/disclosure/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校の教育目標は以下のとおりである。 

「急速に進展していく情報化社会の中で、広い範囲にわたっての情報処 

理技術及びこれに関連する分野の応用技術の体得に必要な専門教育を施

し、併せて個人の適性に合致する技能技術の習得を目的とする」 

 この目的を達成すべく、１年次では基礎力を２年次では実践力を養える

ように、専門科目をバランスよく配置している。結果として、卒業後、そ

れぞれの学科がめざす就職先において、即実践力が発揮できる技能技術を

もった人材を育成する。 

以上の教育方針に基づき、卒業認定は学科ごとに以下の資質・能力を身

に付けた者に与える。 

・情報テクノロジー科は、情報処理全般にわたる基礎を理解し、プログ

ラミング能力を身に付けている者 

・医療事務科は、医療及び事務全般にわたる基礎を理解し、診療報酬請

求書の作成能力を身に付けている者 

・クリエイター科及びデザイン科では業界で使用している各種ソフトを

用いて、ポスター等の成果物を作成する能力を身に付けている者 

・ビジネス科においては、秘書やビジネスにおける基本を理解し、ワー

ド、エクセル等の事務に必要なソフトの操作能力を身に付けている者 

進級・卒業認定は、各年次において教育課程に基づいて指定した科目をす

べて修得した者（具体的には、通年の評価成績が全科目５０点以上かつ出

席率が全科目６０％以上ある者）に与える。進級・卒業判定は、後期終了

後、適切な時期に進級・卒業判定会議を開催し、学生の学修成果をもとに

行う。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.saitama-cmcc.ac.jp/school/disclosure/ 

 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 埼玉コンピュータ＆医療事務専門学校 

設置者名 学校法人 実学舎 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.saitama-cmcc.ac.jp/school/disclosure/ 

収支計算書又は損益計算書 https://www.saitama-cmcc.ac.jp/school/disclosure/ 

財産目録 https://www.saitama-cmcc.ac.jp/school/disclosure/ 

事業報告書 https://www.saitama-cmcc.ac.jp/school/disclosure/ 

監事による監査報告（書） https://www.saitama-cmcc.ac.jp/school/disclosure/ 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 情報テクノロジー科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １８００単位時間 
３２７０

単位時間 単位時間 

２８５０

単位時間 単位時間 単位時間 

６１２０単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１４０人 １３３人 ５９人 ５人 ８人 １３人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

毎年度、１２月に実施する次年度教育課程編成審議会において、当該年

度における授業方法及び内容、指導方法の反省点及び教育課程編成委員会

の内容を審議し、次年度の教授内容や指導の在り方の方針を決定する。 

 それに基づき、各教科担当者が３月末までに授業計画（シラバス）を作

成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価の方法は、各学生の学修成果に基づき、各教科担当者が、授業

内試験（期間内の総まとめの試験）、小テスト（単元ごとのテスト等）、

課題内容（課題提出及び課題の出来具合）、出欠状況、授業態度、その他

（外部実習評価等）を按分し１００点満点で評価する。この成績評価の方

法は、シラバスに記載するとともに、最初の授業において学生に周知する。 

 成績評価の基準は、前記の点数に応じて S：１００点～９０点、A：８９

点～７５点、B：７４点～６０点、C：５９点～５０点、F：４９点未満（不

合格）の５段階に区分する。この成績評価の基準は、学生便覧に記載して



  

おり、あらかじめ入学時のオリエンテーション時に学生に配布し周知す

る。 

成績の発表は、前期及び後期の終了後に成績通知表にて学生個人に通知す

る。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校の教育目標は以下のとおりである。 

「急速に進展していく情報化社会の中で、広い範囲にわたっての情報処 

理技術及びこれに関連する分野の応用技術の体得に必要な専門教育を施

し、併せて個人の適性に合致する技能技術の習得を目的とする」 

 この目的を達成すべく、１年次では基礎力を２年次では実践力を養える

ように、専門科目をバランスよく配置している。結果として、卒業後、そ

れぞれの学科がめざす就職先において、即実践力が発揮できる技能技術を

もった人材を育成する。 

進級・卒業認定は、各年次において教育課程に基づいて指定した科目をす

べて修得した者（具体的には、通年の評価成績が全科目５０点以上かつ出

席率が全科目６０％以上ある者）に与える。進級・卒業判定は、後期終了

後、適切な時期に進級・卒業判定会議を開催し、学生の学修成果をもとに

行う。 

学修支援等 

（概要） 

・授業終了後、学習内容が分からないとき随時質問を受け付けている。 

・より高度の資格を取得するのにどうすればよいのか、当該教員が相談

に応じている。 

・学生生活に悩んだときに担当が相談に応じている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ５２人 

（100％） 

０人 

（0％） 

４５人 

（86.5％） 

７人 

（13.5％） 

（主な就職、業界等） 

情報システム開発企業、一般企業の情報システム部門等 

（就職指導内容） 

  クラス担任と就職指導を担当するキャリア支援センターの教員とが連携

し、履歴書、筆記試験、面接等の対策について個別に指導する。 
（主な学修成果（資格・検定等）） 

  情報処理技術者試験（基本情報技術者、ＩＴパスポート試験）等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  １０４人 ７人  ６.７％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席、遅刻をする場合は必ず連絡をするように学生に指導している。欠

席が多い学生に対しては本人と父母等に連絡をし、状況に応じて来校して

もらい、複数の教職員で対応するようにしている。月１回の職員会議でク

ラス担任の報告により全教職員が情報を共有して退学防止に努めている。 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 クリエイター科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １８００単位時間 
２４０ 

単位時間 単位時間 

２５２０

単位時間 単位時間 単位時間 

２７６０単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

２０人 ３１人 １人 １人 ２人 ３人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

毎年度、１２月に実施する次年度教育課程編成審議会において、当該年

度における授業方法及び内容、指導方法の反省点及び教育課程編成委員会

の内容を審議し、次年度の教授内容や指導の在り方の方針を決定する。 

 それに基づき、各教科担当者が３月末までに授業計画（シラバス）を作

成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価の方法は、各学生の学修成果に基づき、各教科担当者が、授業

内試験（期間内の総まとめの試験）、小テスト（単元ごとのテスト等）、

課題内容（課題提出及び課題の出来具合）、出欠状況、授業態度、その他

（外部実習評価等）を按分し１００点満点で評価する。この成績評価の方

法は、シラバスに記載するとともに、最初の授業において学生に周知する。 

 成績評価の基準は、前記の点数に応じて S：１００点～９０点、A：８９

点～７５点、B：７４点～６０点、C：５９点～５０点、F：４９点未満（不

合格）の５段階に区分する。この成績評価の基準は、学生便覧に記載して

おり、あらかじめ入学時のオリエンテーション時に学生に配布し周知す

る。 

成績の発表は、前期及び後期の終了後に成績通知表にて学生個人に通知す

る。 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校の教育目標は以下のとおりである。 

「急速に進展していく情報化社会の中で、広い範囲にわたっての情報処 

理技術及びこれに関連する分野の応用技術の体得に必要な専門教育を施

し、併せて個人の適性に合致する技能技術の習得を目的とする」 

 この目的を達成すべく、１年次では基礎力を２年次では実践力を養える

ように、専門科目をバランスよく配置している。結果として、卒業後、そ

れぞれの学科がめざす就職先において、即実践力が発揮できる技能技術を

もった人材を育成する。 

進級・卒業認定は、各年次において教育課程に基づいて指定した科目をす

べて修得した者（具体的には、通年の評価成績が全科目５０点以上かつ出

席率が全科目６０％以上ある者）に与える。進級・卒業判定は、後期終了

後、適切な時期に進級・卒業判定会議を開催し、学生の学修成果をもとに

行う。 

学修支援等 

（概要） 

・授業終了後、学習内容が分からないとき随時質問を受け付けている。 

・より高度の資格を取得するのにどうすればよいのか、当該教員が相談

に応じている。 

・学生生活に悩んだときに担当が相談に応じている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １０人 

（100％） 

０人 

（0％） 

８人 

（80.0％） 

２人 

（20.0％） 

（主な就職、業界等） 

デザイン企業、印刷会社のデザイン部門等 

（就職指導内容） 

  クラス担任と就職指導を担当するキャリア支援センターの教員とが連携

し、履歴書、筆記試験、面接等の対策について個別に指導する。 
（主な学修成果（資格・検定等）） 

  色彩検定等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ３０人 ５人  １６.７％ 



  

（中途退学の主な理由） 

 進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席、遅刻をする場合は必ず連絡をするように学生に指導している。欠

席が多い学生に対しては本人と父母等に連絡をし、状況に応じて来校して

もらい、複数の教職員で対応するようにしている。月１回の職員会議でク

ラス担任の報告により全教職員が情報を共有して退学防止に努めている。 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 デザイン科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １８００単位時間 
４８０ 

単位時間 

２４０ 

単位時間 

１５６０

単位時間 単位時間 単位時間 

２２８０単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４０人 ３０人 ３人 １人 ４人 ５人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

毎年度、１２月に実施する次年度教育課程編成審議会において、当該年

度における授業方法及び内容、指導方法の反省点及び教育課程編成委員会

の内容を審議し、次年度の教授内容や指導の在り方の方針を決定する。 

 それに基づき、各教科担当者が３月末までに授業計画（シラバス）を作

成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価の方法は、各学生の学修成果に基づき、各教科担当者が、授業

内試験（期間内の総まとめの試験）、小テスト（単元ごとのテスト等）、

課題内容（課題提出及び課題の出来具合）、出欠状況、授業態度、その他

（外部実習評価等）を按分し１００点満点で評価する。この成績評価の方

法は、シラバスに記載するとともに、最初の授業において学生に周知する。 

 成績評価の基準は、前記の点数に応じて S：１００点～９０点、A：８９

点～７５点、B：７４点～６０点、C：５９点～５０点、F：４９点未満（不

合格）の５段階に区分する。この成績評価の基準は、学生便覧に記載して

おり、あらかじめ入学時のオリエンテーション時に学生に配布し周知す

る。 

成績の発表は、前期及び後期の終了後に成績通知表にて学生個人に通知す

る。 

卒業・進級の認定基準 



  

（概要） 

本校の教育目標は以下のとおりである。 

「急速に進展していく情報化社会の中で、広い範囲にわたっての情報処 

理技術及びこれに関連する分野の応用技術の体得に必要な専門教育を施

し、併せて個人の適性に合致する技能技術の習得を目的とする」 

 この目的を達成すべく、１年次では基礎力を２年次では実践力を養える

ように、専門科目をバランスよく配置している。結果として、卒業後、そ

れぞれの学科がめざす就職先において、即実践力が発揮できる技能技術を

もった人材を育成する。 

進級・卒業認定は、各年次において教育課程に基づいて指定した科目をす

べて修得した者（具体的には、通年の評価成績が全科目５０点以上かつ出

席率が全科目６０％以上ある者）に与える。進級・卒業判定は、後期終了

後、適切な時期に進級・卒業判定会議を開催し、学生の学修成果をもとに

行う。 

学修支援等 

（概要） 

・授業終了後、学習内容が分からないとき随時質問を受け付けている。 

・より高度の資格を取得するのにどうすればよいのか、当該教員が相談

に応じている。 

・学生生活に悩んだときに担当が相談に応じている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １２人 

（100％） 

０人 

（0％） 

１０人 

（83.3％） 

２人 

（16.7％） 

（主な就職、業界等） 

デザイン企業、印刷会社のデザイン部門等 

（就職指導内容） 

  クラス担任と就職指導を担当するキャリア支援センターの教員とが連携

し、履歴書、筆記試験、面接等の対策について個別に指導する。 
（主な学修成果（資格・検定等）） 

  ＤＴＰエキスパート認証試験等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ３２人 ３人  ９.４％ 



  

（中途退学の主な理由） 

 進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席、遅刻をする場合は必ず連絡をするように学生に指導している。欠

席が多い学生に対しては本人と父母等に連絡をし、状況に応じて来校して

もらい、複数の教職員で対応するようにしている。月１回の職員会議でク

ラス担任の報告により全教職員が情報を共有して退学防止に努めている。 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務実務

専門課程 
ビジネス科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １８００単位時間 
１８９０

単位時間 単位時間 

１０８０

単位時間 単位時間 単位時間 

２９７０単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

２０人 ２９人 ７人 ２人 １人 ３人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

毎年度、１２月に実施する次年度教育課程編成審議会において、当該年

度における授業方法及び内容、指導方法の反省点及び教育課程編成委員会

の内容を審議し、次年度の教授内容や指導の在り方の方針を決定する。 

 それに基づき、各教科担当者が３月末までに授業計画（シラバス）を作

成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価の方法は、各学生の学修成果に基づき、各教科担当者が、授業

内試験（期間内の総まとめの試験）、小テスト（単元ごとのテスト等）、

課題内容（課題提出及び課題の出来具合）、出欠状況、授業態度、その他

（外部実習評価等）を按分し１００点満点で評価する。この成績評価の方

法は、シラバスに記載するとともに、最初の授業において学生に周知する。 

 成績評価の基準は、前記の点数に応じて S：１００点～９０点、A：８９

点～７５点、B：７４点～６０点、C：５９点～５０点、F：４９点未満（不

合格）の５段階に区分する。この成績評価の基準は、学生便覧に記載して

おり、あらかじめ入学時のオリエンテーション時に学生に配布し周知す

る。 

成績の発表は、前期及び後期の終了後に成績通知表にて学生個人に通知す

る。 

卒業・進級の認定基準 



  

（概要） 

本校の教育目標は以下のとおりである。 

「急速に進展していく情報化社会の中で、広い範囲にわたっての情報処 

理技術及びこれに関連する分野の応用技術の体得に必要な専門教育を施

し、併せて個人の適性に合致する技能技術の習得を目的とする」 

 この目的を達成すべく、１年次では基礎力を２年次では実践力を養える

ように、専門科目をバランスよく配置している。結果として、卒業後、そ

れぞれの学科がめざす就職先において、即実践力が発揮できる技能技術を

もった人材を育成する。 

進級・卒業認定は、各年次において教育課程に基づいて指定した科目をす

べて修得した者（具体的には、通年の評価成績が全科目５０点以上かつ出

席率が全科目６０％以上ある者）に与える。進級・卒業判定は、後期終了

後、適切な時期に進級・卒業判定会議を開催し、学生の学修成果をもとに

行う。 

学修支援等 

（概要） 

・授業終了後、学習内容が分からないとき随時質問を受け付けている。 

・より高度の資格を取得するのにどうすればよいのか、当該教員が相談

に応じている。 

・学生生活に悩んだときに担当が相談に応じている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １０人 

（100％） 

０人 

（0％） 

１０人 

（100％） 

０人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

一般企業等 

（就職指導内容） 

  クラス担任と就職指導を担当するキャリア支援センターの教員とが連携

し、履歴書、筆記試験、面接等の対策について個別に指導する。 
（主な学修成果（資格・検定等）） 

  日商簿記検定、日商ＰＣ検定、秘書検定、ビジネス文書検定等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  １９人 １人  ５.３％ 



  

（中途退学の主な理由） 

 進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席、遅刻をする場合は必ず連絡をするように学生に指導している。欠

席が多い学生に対しては本人と父母等に連絡をし、状況に応じて来校して

もらい、複数の教職員で対応するようにしている。月１回の職員会議でク

ラス担任の報告により全教職員が情報を共有して退学防止に努めている。 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業事務 
商業実務 

専門課程 
医療事務科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １８００単位時間 
２９７０

単位時間 単位時間 

５１０ 

単位時間 単位時間 単位時間 

３４８０単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

８０人 ２４人 ０人 １人 ５人 ６人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

毎年度、１２月に実施する次年度教育課程編成審議会において、当該年

度における授業方法及び内容、指導方法の反省点及び教育課程編成委員会

の内容を審議し、次年度の教授内容や指導の在り方の方針を決定する。 

 それに基づき、各教科担当者が３月末までに授業計画（シラバス）を作

成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価の方法は、各学生の学修成果に基づき、各教科担当者が、授業

内試験（期間内の総まとめの試験）、小テスト（単元ごとのテスト等）、

課題内容（課題提出及び課題の出来具合）、出欠状況、授業態度、その他

（外部実習評価等）を按分し１００点満点で評価する。この成績評価の方

法は、シラバスに記載するとともに、最初の授業において学生に周知する。 

 成績評価の基準は、前記の点数に応じて S：１００点～９０点、A：８９

点～７５点、B：７４点～６０点、C：５９点～５０点、F：４９点未満（不

合格）の５段階に区分する。この成績評価の基準は、学生便覧に記載して

おり、あらかじめ入学時のオリエンテーション時に学生に配布し周知す

る。 

成績の発表は、前期及び後期の終了後に成績通知表にて学生個人に通知す

る。 

卒業・進級の認定基準 



  

（概要） 

本校の教育目標は以下のとおりである。 

「急速に進展していく情報化社会の中で、広い範囲にわたっての情報処 

理技術及びこれに関連する分野の応用技術の体得に必要な専門教育を施

し、併せて個人の適性に合致する技能技術の習得を目的とする」 

 この目的を達成すべく、１年次では基礎力を２年次では実践力を養える

ように、専門科目をバランスよく配置している。結果として、卒業後、そ

れぞれの学科がめざす就職先において、即実践力が発揮できる技能技術を

もった人材を育成する。 

進級・卒業認定は、各年次において教育課程に基づいて指定した科目をす

べて修得した者（具体的には、通年の評価成績が全科目５０点以上かつ出

席率が全科目６０％以上ある者）に与える。進級・卒業判定は、後期終了

後、適切な時期に進級・卒業判定会議を開催し、学生の学修成果をもとに

行う。 

学修支援等 

（概要） 

・授業終了後、学習内容が分からないとき随時質問を受け付けている。 

・より高度の資格を取得するのにどうすればよいのか、当該教員が相談

に応じている。 

・学生生活に悩んだときに担当が相談に応じている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １９人 

（100％） 

０人 

（0％） 

１７人 

（89.5％） 

２人 

（10.5％） 

（主な就職、業界等） 

病院、医院、調剤薬局等 

（就職指導内容） 

  クラス担任と就職指導を担当するキャリア支援センターの教員とが連携

し、履歴書、筆記試験、面接等の対策について個別に指導する。 
（主な学修成果（資格・検定等）） 

  医療事務技能審査試験、医療秘書技能検定試験、医事コンピュータ技能検定試験等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ３９人 ３人  ７.７％ 



  

（中途退学の主な理由） 

 進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席、遅刻をする場合は必ず連絡をするように学生に指導している。欠

席が多い学生に対しては本人と父母等に連絡をし、状況に応じて来校して

もらい、複数の教職員で対応するようにしている。月１回の職員会議でク

ラス担任の報告により全教職員が情報を共有して退学防止に努めている。 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

全学科 100,000円 360,000円 520,000円 施設設備費、実験実習費 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.saitama-cmcc.ac.jp/school/disclosure/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校関係者評価の委員会の主な評価項目は、教育理念・目標、学校運営、

教育活動、学修成果、学生支援、教育環境、学生の受入れ募集、財務、法令

等の遵守、社会貢献・地域貢献、国際交流である。例えば、資格取得率の向

上が図られているか、学生の経済的側面に対する支援が全面的に整備され、

有効に機能しているか、自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めて

いるか等、本校が設定した４６の項目について評価を行っている。委員の構

成と定数は、各学科の専攻分野に関する企業等より１名、教育関係者より１

名、父母等より１名以上、卒業生より１名以上により組織している。学校関

係者評価委員会の評価結果については、校長を責任者として、毎年１２月に

行っている次年度教育課程編成審議会、毎年３月に行っている年度反省会

議において検討し、本校の教育活動その他の学校運営の改善等に活用して

いる。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

株式会社アイネット 
令和 7年 4月 1日～ 

令和９年３月３１日 
企業等 

イシイ株式会社 
令和 7年 4月 1日～ 

令和９年３月３１日 
企業等 

熊沢印刷工芸株式会社 
令和 7年６月２３日～ 

令和９年３月３１日 
企業等 



  

アイジャパン株式会社 
令和 7年 4月 1日～ 

令和９年３月３１日 
企業等 

医療法人明浩会 西大宮病院 
令和 7年 4月 1日～ 

令和９年３月３１日 
企業等 

教育関係者 
令和 7年 4月 1日～ 

令和９年３月３１日 
教育関係者 

父母等 
令和 7年 4月 1日～ 

令和９年３月３１日 
父母等 

卒業生 
令和 7年 4月 1日～ 

令和９年３月３１日 
卒業生 

卒業生 
令和 7年 4月 1日～ 

令和９年３月３１日 
卒業生 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.saitama-cmcc.ac.jp/school/disclosure/ 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.saitama-cmcc.ac.jp 

 


